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○竹内若子　高橋平八郎

　小島峯雄

目的　もやし豆の実生中に、ポリフェノール成分の生合成に関与すると考えられる膜系

素ｐ－クマル酸水酸化酵素を検出したので、その性質・細胞内局在性また、本酵素の精製

試みることとした。

方法　酵素液:　３日間暗所で発芽生育させた後、光照射したもやし豆実生をm 倅後、弱

心してdebris等を除去した上清をさらに15,000 X g 15分間( 4℃）で遠心して膜画分を

た。この沈澱を緩衝液に再懸濁させたものを粗酵素液として用いた。

溶化及び分離:　上記で得られた膜画分に冷アセトンを加えて磨碑したあと、吸引濾過し、

燥粉末を得た。このアセトン粉末から膜可溶化剤のn-0ctyl-β－D－thioglucosldeを用い

抽出し、３５％硫安飽和の上清画分について疎水クロマトグラフィー等により分離糟製を

つた。

結果　本酵素は実生中の細胞内小器官にも局在し、この局在酵素はp-クマル酸に高い特

性を示し、Oaとともに　NADPH、アスコルビン酸存在下でこれを水酸化しコーヒー酸を生

するのでオキシゲナーゼの一種と考えられた。

もやし豆実生における各器官での本酵素活性は、子葉中の漢画分において酸化酵素活性

ＰＰＯ）が最も低く、p-クマル酸水酸化酵素活性比率の高い画分が検出され、葉や胚軸

それとは両者の活性比率、その他の点で性質を異にしていた。実生全体の膜薔分では。

ＰＯ活性も認められたが、この活性比率の高いp－クマル酸水酸化酵素活性画分が得られ

のでこれを本酵素の精製に用いた。
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［4 , 5 －f］－キノリン( I Q ）に対する変異原性抑制効果
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　演者らは食品中に含まれる抗変異原物質について研究

物繊維の効果について報告した。今回その一環として、

炎症抑制、鎮静など様々な効能を持つとして最近注目を
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原性抑制効果について調べた。

　方法　シソ科を中心に、スペアミント、ペパーミント、タイム、セージ、ジャーマンカ

モマイル。スイートマジョラム、フェンネル、サンショウ、など2 3種のハープを選び、

5 0％エタノールに１週間浸漬して得られた濾液を用いて試験した。一部のエキスは減圧

下濃縮乾固した残澄についても調べた。変異原は、直接変異原のメチルグリオキザールと、

焼いたイワシから見つかった非常に強力な間接変異原のI Qを用いた。変異原性試験法は、

小田らの方法を一部変更した　u inu　test （菌株　S．typh曝uriua TA1535／ESK1002 )で行い、

ハープは変異原と同時に加えた。I Qを変異原とした場合にはさらに　S-9 nixを代謝活性

化のために加えた。

　結果　ほとんどのハープエキスがメチルグリオキザール及び工Ｑのいずれに対しても変

異原性抑制効果を示した。中でもスイートマジョラム、オレガノ、タンジーはメチルグリ

オキザールに対し約7 0%,ペパーミント、レモンバームはI Qに対して約７０％の強い

抑制効果が認められた。　エキス濃縮残清で試験した場合にも同程度の抑制効果があった。

I Qに対して、スイートマジョラムエキスは抑制効果が認められなかったが、濃縮残涜で

試験すると活性が認められた。抗変異原活性成分については現在検討中である。


